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DNA モ デル

　業者か ら発売 され て い る従来の DNA モ デル （B型 DNA モ デル）は 、　
”
しっ か りと

’

作 られ て い るため 、 ヌ ク レオチ ドごとに 分離する こ とな どが で きな か っ た。 今回、 発表す

る DNA モ デル は 、 ヌ クレオチ ドごとに分離す るこ とが で き、 塩基ど うしの 水素結合を磁

力で 膜 擬体験
”

で きるな ど利点が多い と思 う。
こ の ア イ デ ィ ア は、私が幅 校生 だ っ た と

きに 、 生物 皿の 授業で 、
その 当時習 っ て い た先生が 「塩基どう しの 水素結合は磁石が くっ

っ くみ た い な結合で すよ…
。 」 とい っ て い たの が、

ヒン トに な り、 その ときか ら暖め てい

た もの で あ る。

　最 も苦労 した こ とは 、
モ デル に適切な材料、特 に磁石の 選定で あ る。 店頭で 販売 して い

る既存の もの の 種類が少な い た め 、 買 うこ との で きた磁石に合わせて 、
モ デル の 大 きさを

決め る しか なか っ た。 分子の 中の 共有結合を 、 磁力が 強い 大 きい 磁石で 、 塩基ど うしの 水

憲 鮎 今葬 閑 い 小 ｝
！C い磁 石で 裏現 したn

基本モ ジ ュ
ール

　くわ しくは、 発表を見て ください 。
この モ デル は 、 まだまだ不完全なため 、 改良の 必要

があ ります。 また、 同 じよ うに磁石を利用 して 、
DNA の 転写 、 タ ンパ ク質合成な どのモ

デ ル もで きると思い ます。 諸先生方の ご教示 、 ご鞭撻の ほ どよろ しくお願い します。
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